
東温市事務事業評価シート　平成27年度実施事業対象
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 　近い将来に発生が危惧されている南海トラフ巨大地震に備え子供から大人まで防災教育は必須と言えます。効果はすぐ目に見え
るものではありませんが内容を徐々にレベルアップさせつつ一過性で終わらせないように継続することが重要です。地道な活動になり
ますが、『その時』に防災教育の効果が発揮できるよう適切な指導をお願いします。

二次評価者 消防次長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

市民の火災予防の意識向上や防災、減災知識の向上のため継続する必要があります。

有効性 防災講話は対象年齢を考慮し、防災に興味が持てるよう実施することで市民の防災防火意識の向上に繋がります。

達成度 各団体共に防災教育が年中行事として定着してきており、確実に実施しています。

必要性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 4,451 4,294 3,398
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一次評価者 消防係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

防火講話(授業）を継続して実施していますが市民から市民への知識伝達まで至っているか確認できないのが課題です。

効率性 防災防火講話の聴講者を多くすることで市民への防火防災知識は高まります。

改　革
計　画

女性防火クラブ員の増員を図ると共に、内容をより充実させ更なる普及・啓発に努めます。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

計(Ａ) 350 350 350

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.682 4,101 0.655 3,944 0.511 3,048

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 350 350 350

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 消防

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

業務の性質上、指標設定になじ
まみません。

公的関与

089-964-5210 メールアドレス syobo@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（５）防火・防災意識の高揚と自主防災組織等の育成

事業区分

事業の対象 管内保育所・幼稚園・小学校・女性防火クラブ・消防団 根拠法令
消防団を中核とした地域防災力の充実強化にかんする法
律

総合計画 政策目標 第１章 地球と共生する快適環境のまち 政策項目 ６ 消防・防災体制の充実

023 2001 事務事業名 消防協力団体の指導育成に関する事務 細事務事業名

主要施策

非該当

事業の目的 最終的 災害のない街づくりと安心・安全の促進を図ります。 今年度 防災防火講話数の増加により、市民への広報を強化します。

活動内容
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課　　名 消防署 係　　名 消防係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 実施計画

少年消防クラブ員の任命、防災授業の実施 女性防火クラブ員への防火防災教育

幼年消防クラブ員の任命、防災授業の実施
保護者対象の女性防火クラブ員加入促進を兼ねた若い女性への
防火防災講話

消防団教育の訓練

成果指標


